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2 P-59 地域 におけ る高濃度 ＮＯ
χの

測定

○牛腸ヒロミ　 高木史恵 （聖徳栄養短大）

【目的】近年、二酸化窒素NO^. の環境基準の達成度はほぼ横ばい状態にあり、特に、大都市地域に

おける沿道の環境基準の達成状況は芳しくないことが報告されている。環境問題を考える時、環境保

全活動の反応の鈍さの一つに情報・知識の伝達・理解の不十分さがあげられている。ここでは、環境

問題を身近な問題として考えるために、住環境の窒素酸化物NO, を測定し、日内変動、季節による

変化などを検討し若干の知見を得たので報告する。また、近隣の自動車排出ガス測定局や一般環境大

気測定局のデータとの比較検討も行った。

【方法】測定時期は1998 年と1999 年の春と夏である。大気の採取場所は、自動車通行量の多い、蔵

前橋通りと船堀街道の交差点角に建つ聖徳栄養短大３号館５階の踊り場である。窓を全開にして、大

気を採取した。NO, 吸収液とNOa 標準液を調製し、NO, 吸収液に簡易ポンプの先を入れ、1.41/minの

環境中の大気を １時間送り込み、試験液とする。大気中にNO 。が存在すると亜硝酸に変わる。試験

液とNO, 標準液にスルファミン溶液とナフチルエチレンジアミン溶液を加えて発色させ、各々の吸

光度から大気中のNO, 濃度を算出する。

【結果】個々のデータを見ると、NO, の濃度は0.06ppm をはるかに超える高い濃度が測定されたり、

O.Olppm 程度であったりと、かなりばらつきがある。同じ日であっても、午前と午後の測定値が大き

く異なる場合とほとんど変わらない場合とがあった。季節的には、夏よりも春の方が、NC^ の濃度が

大きかった。これは、1997 年の測定でも見られた現象である。これらの結果を天候、自動車の通行

量、近隣の自動車排出ガス測定局や一般環境大気測定局のデータとの比較により考察した。

2 P-60 台所排水の水質汚濁負荷軽減に関する研究

一汚れふき取り用具及び食器洗浄方法の検討－

○中村恵子、堀昭子　 （福島大教育）
【目的】河川等における水質汚濁の主要な発生源は生活排水であるが、中でも台所排水によ

る汚濁物排出量の占める割合は高い。これを削減するためには、食器類についた汚れのふき

取り、洗剤の適量使用が有効と指摘されているが、必ずしも実行されてはいない。 そこで本

研究では、用具による汚れの拭き取りやすさ、及び食器洗浄方法による洗剤使用量等を比較

し、実践しやすい具体的方策について検討することを目的とした。
【方法】ハンバーグ、ポタージュスープ、サラダ、飯の一食分の献立を想定し、モデル汚れ

を食器につけ、紙類･布類｡ゴムベラを用いて10 人のパネルにふき取らせた。汚れの除去率を

重量変化より求め、汚れ落ちの程度をデンプン及び油脂の呈色反応で判定した。さらに、汚

れの落ち易さと実用性を検討した。また、同様なモデル汚れを４人分の食器につけ、Ｉ洗剤

を使わず湯を用いる、ｎ洗い桶に規定濃度の洗剤液を作る、ｍスポンジに洗剤を １～ ２滴つ

ける、IV3 倍に薄めた洗剤を１～２滴つける、の４方法で洗浄させた。水及び洗剤の使用量、

洗浄時間を測定して自分の洗浄方法と比較し、実用性を検討した。

【結果】ふき取りによる汚れの平均除去率はゴムベラ95.8% からタオル地99.1% であった。

汚れの落ち易さ及び実用性の評価はそれぞれ異なったが、総合的にはティッシュペーパーが

最も使いやすいと考えられた。食器洗浄方法では、いずれにおいても総洗浄時間は自分の洗

浄方法（約 ８分）より10 秒から２分程度増加したが、洗剤使用量は自分の洗浄方法（1.82g）

の30  ～45% にまで減少させることができた。パネルによって評価は分かれたが、ｍの洗浄方

法が最も実行しやすいと考えられた。
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